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特徴 

１．概要 

本ソフトウエアは、当社で開発した配向評価総合パッケージ CTR ソフトウエアの中核となるソフトウエ 

アであり、国内外 X 線メーカの測定データに各種補正を行い、世界で最もポピュラーな ODF 解析ソフトウ 

エアを手軽に使えるよう配慮してあります。 

 

２．特徴 

 すべてのプログラムが java で記述されている。（Windows のどの OS 上でも動作） 

 サポートされていない測定データでも簡単に取り込める（簡単に追加可能） 

 複数の測定データを一括データ処理 

 データ処理 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ削除、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ修正、平滑化、RD 補正、吸収補正、defocus 補正、規格化 

 処理のﾋﾞｼﾞｭｱﾙ化 

  ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの確認と修正ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞの確認 

  平滑化処理画面を参考に適切値を選択 

  RD 補正処理画面を参考に適切値を選択 

  吸収補正量画面を表示 

  Defocus 補正量を表示 

  入力極点図と処理後の極点図を同時表示 

 処理条件をｌｏｃｋにより、常に同一条件による処理を可能にする。 

 利用目的が品質管理用なら、ﾌｧｲﾙ選択、一括処理で、ＯＤＦ入力ﾃﾞｰﾀ作成は 10 秒以内で終了 

 

３．データの流れ 

  

  Ａｓｃﾌｧｲﾙ    Ｕｘｄﾌｧｲﾙ(MulTex を含む)  PANalytical ﾌｧｲﾙ 

  

 

 

      ODFPoleFigure2 

 

   

           TXT2 ﾌｧｲﾙ 

 

 

     PFtoODF3 

 

 

         各種 ODF ｿﾌﾄｳｴｱ 

 

 

 

 



４．プログラムの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥ODFPoleFigure2.jar ﾌｧｲﾙをﾏｳｽでｸﾘｯｸ 

５．主な機能 

 ﾒｰｶ切り替え  ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ切り替え 処理条件 lock-free 切り替え 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ選択と修正 

 入力、表示ﾃﾞｰﾀ選択   平滑化ﾓｰﾄﾞ切り替え 

     RD 補正ﾓｰﾄﾞ切り替え 

 

吸収補正指定 

defocus 指定 

平滑化指定 

    

                          作成ﾃﾞｰﾀ指定 計算実行 

６．配向評価総合パッケージ CTR ソフトウエアとの連動 



 ﾒﾆｭｰの ToolKit から以下のｶﾃｺﾞﾘﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰを表示、選択で別の画面が表示される。 

  

 

たとえば、 では 

 が表示され 

 更に中央のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ名を選択すると、各種ｿﾌﾄｳｴｱが動作します。 

 

 

７．デモデータによる動作確認 



    ７．１ 処理データ選択 

 

                  からﾃﾞﾓﾃﾞｰﾀ選択 

 

 

 

 

の         を複数選択する。 

 

選択した測定ﾃﾞｰﾀを表示します。指数と最大強度が表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７．２測定データ評価 

 で表示ﾃﾞｰﾀを選択  

   

   拡大 

 

 

 

 

 

 

  ７．３測定バックグランド強度の修正 

横軸はα軸 

β方向の平均値を表示 

赤：ﾋﾟｰｸの最小強度 

青：ﾋﾟｰｸの最大強度 

緑：ﾋﾟｰｸの平均値 

黄：ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ low 

赤：ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ high 

 

評価はﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞに着目 

拡大すると 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞが左側で 

ﾋﾟｰｸと同じ動きを示す。 

 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定 2θ角度が 

ﾋﾟｰｸ角度に近い為 

修正の必要がある。 



    α軸に対するﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ強度ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙは、defocus 曲線と同じような傾向があり、通常極点図の 

    外側になるに従って、強度が減衰します。ﾒﾆｭｰの BGMode から defocus を選択 

  defocus を選択後、再度 DISP から拡大する。 

  

    水色:Auto 曲線が表示される。この曲線をﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ強度として修正されます。 

  Auto 曲線の変更 

 {220}極点図を拡大すると 

  

 

 45 度から 60 度を入力し Set する。 

 再度 DISP と拡大で 

Auto 曲線は極点図の 

中心付近の３点の平均値 

から計算されます。 

 

α軸で平均値を計算する 

範囲を指定する。 

45 度から 60 度が最適と 

した場合 

 



 - 

 

 この修正機能は、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑなどに見られる極点図の中心付近のﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ対策に有効になります。 

  

    α軸 50 度から 65 度で平均値を算出  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正は可能ですが、 

測定時のﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定 

2θ角度をﾋﾟｰｸ角度から 

3 度位離して測定すると 

良い結果が得られる。 



  ７．４平滑化 

 結晶粒が荒い場合、測定ﾃﾞｰﾀに一粒毎のﾋﾟｰｸが現れます。大きなﾋﾟｰｸが残ると、ODF などの解析結果   

   に影響します。平滑化の手法と平滑化点数を選び、最適化を行う。 

    

   Disp では選択されているﾃﾞｰﾀの最大強度が存在するα軸位置のβ軸方向のﾌﾟﾛﾌｧｲﾙと、平滑化を行った 

   ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙが表示される。平滑化方向はα軸とβ軸双方に平滑化を行っている。 

   例えば、{200}極点図を選択 で DISP 

  

    平滑化ﾊﾟﾗﾒｰﾀは全ての極点図で共通です。 

 平滑化の手法は 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Arithmetic 

 指定した点数の移動平均 

Savitzky－Golay 

 重み付き移動平均 

Smoothing for ADC 

 Savitzky の負の重みつけが 

 ない手法、 

 大きな平滑化が行えるが、 

 最大強度が下がります。 

 



  ７．５ＲＤ補正 

 ＲＤ（Rolling Direction）は圧延された材料がはき出される方向であるが、その方向を極点図測定時に 

   ｼｽﾃﾑで決まった方向に取り付ける。しかし、この取り付けが曲がっていると、回転した極点図として 

   測定される。RD－ﾏｲﾅｽ RD ﾗｲﾝに対し、回転により対称極点図にする機能である。 

   RD-DISP は、選択されている極点図の最大強度のα軸角度におけるβ軸方向のﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを表示する。 

   例えば、{111}極点図を選択し DISP では 

  

  

 ﾋﾟｰｸﾌﾟﾛﾌｧｲﾙがｼｬｰﾌﾟな極点図を選択し、最大強度のβ角度を確認 

 最大強度角度が、０，４５，９０のよう角度を示す極点図で決定する。 

 

 このパラメータも全ての極点図に対して共通に使われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ７．６吸収補正 

 XRD による方位測定では EBSD に比べ、若干深さ方向の方位も測定されていると言われています。 

   吸収が少ない材料では、より深い位置からの反射があり、この影響は Defocus と区別がし難くなりま    

   す。しかし吸収の大きな試料における反射法極点図測定では、吸収の影響は少ない。 

   透過法では、吸収係数と試料厚さを掛け合わせた値が 1.0 に近いと吸収の影響は少なくなります。 

   アルミニウム 1mm を Cu 管球で測定した吸収補正曲線 

  

  

 厚さを２０μm とした場合 

  

  

 このﾌﾟﾛﾌｧｲﾙは補正量であり、表示している係数を測定した極点図に掛け合わせます。 

 

 



  ７．７Ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 反射法極点図測定では、Ｘ線ﾋﾞｰﾑに対し、試料を煽って測定を行う。煽り方向には Schulz ｽﾘｯﾄで 

   制限しているが、多少の広がりがある。この為、この広がりが試料を煽ることで、回折線も広がり 

   有限な受光ｽﾘｯﾄからはみ出し、回折強度の低下が生じる。この現象が Defocus であり、測定２θ角度が 

   低角度、受光ｽﾘｯﾄが狭い場合、大きく落ち込み、補正量が大きくなる。 

   補正曲線は、測定試料と同じ材質の無配向試料を測定して補正する。被検試料測定時、受光ｽﾘｯﾄ幅は無配 

   配試料測定と同一でなければならない。無配向試料が得られない場合、計算で求める。 

             

  defocusTABLE 選択     選択された defocusTABLE        ﾃｷｽﾄ表示 

    

 全ての角度、全てのｽﾘｯﾄ幅に対応 TABLE1  全ての角度、全てのｽﾘｯﾄ幅に対応 TABLE2     ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ表示 

  テキスト表示は、選択された TABLE を表示、各反射が多項式で示される。 

  

 {111}極点図を選択  

 多項式近似を選択  と 

 を比較 

  多項式     計算 

   

 ほぼ同一の補正曲線が得られる。 

 測定２θが高角度になれば、補正量が少なくなる。 

 



  ７．８一括データ処理を行う。 

  

 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞは、{200}のみ、α軸 40 度から 55 度でﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞを計算 

 平滑化は移動平均３点 

 Defocus は計算による方法を選択 

 強度の疑似規格化を行い     

  

 処理結果を描画、強度が規格化極密度に変わり 

 ODFFile ボタンが押せる状態に変化 

 一方測定ﾃﾞｰﾀのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを覗くと 

  

 処理結果の _ch 以降の英数字はﾃﾞｰﾀ処理の内容を表示しています。 



 ODFFile を押すとＰＦｔｏＯＤＦ３にﾃﾞｰﾀを引き継ぐ 

  

 Option から ODF を選択      Material から材料選択 

    

 



 LaboTex のﾊﾟﾗﾒｰﾀを取得 

  

  

 極点図の指数ﾁｪｯｸを行い、正常であることを表す。 

   

  ﾌｧｲﾙ名を入力して Epffilesave を行えば、ODF 向けﾌｧｲﾙが作成できる。 

   

 

 

 

 



 作成されたファイルを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ODF 別のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下にﾌｧｲﾙが作成される。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ８．Ｕｘｄフォーマットの読み込み 

 ８．１予め、Uxd ﾌｫｰﾏｯﾄから ASC ﾌｫｰﾏｯﾄに変換する方法 

 MesureDatatoASCTools を選択 

  

 UxdtoASC を選択 

  

 

入力Ｕｘｄﾌｧｲﾙに指数が 

登録されていません。 

Ａｓｃﾌｧｲﾙでは指数の項目が

あります。自動指数付けを行う

上で材料を明確にして下さい。 

 

Ｕｘｄﾌｧｲﾙ選択、 

Start で Asc ﾌｧｲﾙに変換しま

す。 

 



   ８．２ 直接変換方法 

  

  InitSet->Uxd P`oleFigure を選択 

 

 

    

  

 Ｕｘｄﾌｧｲﾙを選択 

 

 



  

 CTR¥DATA¥UXD¥ZR-pf.UXD ﾌｧｲﾙを選択 

 Material を Zirconium に変える。 

  Start で Asc ﾌｧｲﾙ変換開始 

 変換終了したら、ReturnStructure で終了 

 

 

 



 

                各極点図のﾀｲﾄﾙに指数と最大強度を表示しています。指数の確認してください。指数が間違っている場合、 

   前の画面で Marerial の指定を確認シテください。 

    

  

     

     

 選択した Uxd ﾌｧｲﾙから、複数の Asc ﾌｧｲﾙが作成されています。ﾌｧｲﾙ名は指数＋測定 2θ角度を表しています。 

  

      

     Asc ﾌｧｲﾙ内の指数が登録されている部分を表示しています。 

     この部分は、defocus 多項式近似式のｻｰﾁに使われる重要な情報です。 

 

 以降はＡｓｃファイルの操作と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ８．３ ＭｕｌTｅｘデータの場合 

  MulTex データの場合、ファイルは極点図毎に別々で、既にバックグランドは削除されている。 

 ファイルの選択は 

  UxdPoleFigure を選択 

  MulTex Files を選択 

  Uxd ﾌｧｲﾙを複数選択 

  

  

 選択したﾌｧｲﾙから ASC 変換したﾌｧｲﾙ名が表示、ASC ﾌｧｲﾙは、選択した Uxd ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに work ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが作成され、 

そのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに作成される。極点図で表示している反射指数はﾌｧｲﾙ名から取得している。 

  

後は、ASC ファイル選択と同様の処理を行う。 

 

 

 

 

 

 



 ９．ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌデータの読み込み 

    ９．１ 予め、ｔｘｔ、ｘｒｄｍｌﾌｫｰﾏｯﾄからＡＳＣﾌｫｰﾏｯﾄに変換する方法 

  

 PoleFigure2->ToolKits->MeasureDatatoASC->PANatoAsc 

  

  複数のＴＸＴ，ｘｒｄｍｌファイルを選択し、 

  

  ＳｔａｒｔでＡｓｃファイルを作成 

 

 

 

 



 ODFPoleFigure2 ソフトウエアでＡＳＣとして読み込む 

  

 

 ９．１ 直接読み込む 

 InitSet で PANaalytical を選択 

 ファイルを選択（PANatoAsc が立ち上がる） 



  

  

 ＴＸＴと xrdml ファイルを選択 

  

 Start で Asc ファイルに変換、Return Structue 

 

 



    ＡＳＣファイルがｌｏａｄされる。 

  


